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ここで pkは密度のゆらぎのフーリエ成分｡Hydrodynamic regime kE≪1 (E
は臨界ゆらぎの相関距離 )では pkをnormalmodes aak に分解できる: pk(t)
●
-2(∂p/ ∂aα)auk(t),ここで aαk--Mα(k)aαk 今更に,α
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運動と特長づける運動の申テゴリー 哀 さ 時 間 運動を記述する方程式
･. ミ グ ロ な 運 動 0 o/ V LiouVille方程式
■中間スケールの運 動 1 1/ V Boltzmann方程式







臨界点近傍ではEが LT-Tcl-〟(y ～- 2/3)に比例していくらでも長くな り周 るために
気薄気体と類似の事情がある｡それを次の表に示した｡
臨 癖 ゆ ら ぎの 運ー 動l E tE. "KineticEquation〝
クロな時間で tEは臨界ゆらぎの運動の特性振動数の逆数で tm｡｡r｡は流体力学できま
るマクロな時間であるo流体力学が成 り立てばそれは E≪L或は kl1,tE≪ tmac,0
を意味し又臨界点近くで は r｡≪E, t｡≪tEである.かくして気体力学と臨界ゆらぎ/
の動力学との analogyが存在する｡特に criticalregimekE≫1は気体のKnudsen
regimeに対応する.始めにのべた理論的問題は第一に臨界ゆらぎq)動力学を記述すべ






る｡今それらを-まとめにして ai- 1,2,3,- 或は単に(a)と記し,それらを粗視
変数 (grossvariables)と呼ぼう｡液体一気体相転移で diffusivetype の運動に
のみ着目すれば taHまtsk,Vk_⊥)であるo ここで sk及び Vkl は夫々エン トロピー
密度と transversevelocityv⊥(r)のフー リエ成分O (▽･V⊥-0)O(a)がわかっ
た時に "KineticEquation〝を求めるにはどうすればよいかを考えるために別の問題
- 液体中を動 くブラウン粒子を考える.簡単の為にブラウン粒子の運動は一次元的で








くf(t)>-(I,<f(t)f(t′)>-2kBTγ∂(ト t′ ) (6)
ここでγは摩擦係数で f(I)は random forceをあらわす｡ここでx-0が外力のポテ
ンシャルの極小であるように選び次のような記号を導入する:
al…X,､a2 …px, Vl((a))…灯 lpx, V 2((a))…K(x)
,′.､ ,,.､ ,,.､ n 〈 n ∂ pゝx▲入









話を元に戻 しもし粗視変数 (a)以外の自由度が (a)にくらバて速く変化して居れば(a)を







Fiニー ai/ xi Xi… <JaiJ2>, lJOij-Loi∂ij (10)
vi(回 )-iwiaiH f11jl(aja.-'ajal>) (ll)
ここで wi,●yil は平衡状態での平均であらわされるOこの理論での基本的仮定は ≠す






criticalanomaliesをすべて導 く立場 をとっている｡ 臨界点近 くでV)流体力学方程式
を出すには(㊥を平均する :
｡i-(i(di-lJOi/xi)7ri+喜 ,i yiil(平丁-<aJal,) (12)
●
Mcdecoupli喝 〟ijlについて 2次の摂動までとってこの第 2項を処理するとri…IJOi/xi
として
･ai(t)-(iQ)i-γi)ai(I)-Jotds¢i(- S)ai(S) (13)
畔,-与,i苧 IyijlL2e'i牛 'j)te(叶 γ1)t (14)





輸送係数の"くりこみ 〝と称 している｡ prorxlgaterGi(t)…<ai(t)ai*(0)>/ xiは変数





もし2次の摂動が気に入 らなければ高次の項を次の図のように して入れ られる :
















となりこれから sq及び Y⊥qの pr岬 gatOrに対する連立微積分方程式を書き下すこと




(21a)∫sq ＼-A′ V⊥q Sk vlq
(21b).
(21a)を2次摂動で求め,この時 ㌧ kは sk にくらべ速 く変化する事を考慮するとマ
ルコフ化することができて sq(t)は expl-trq〕の型で減衰 し減衰定数は












から別の函数 K(q紺こ変る事を意味する｡これによる補正は qE≪1 では5970にすぎな
いが qE≫1では20-30770にも達する｡その他に
くD








られている.次に non-hydrdynamicregineをも含めた linewidthの表式 (22)を実
験とくらべる事はBerge'とVolochineによって初めてなされた｡この時 (22)式の第-I
項を無視 し且つ E-E｡eyとして E｡とJをパラメタ-とし理論式とよい一致を得た.そ
の後-成分液体の場合に )のbackgroundを正 しく引き去る方法がわかり且つ E｡,J
も散乱の角分布の実敵できめられた値を用いた(22)式のより厳密なIテストがなされた
結果 qE≫ 1の領域で理論は実験とかなり喰い違 うことが見出された｡し′かしこの喰い
違いの大部分は前述 した粘性係数の異常で説明できる事がわかった｡第2図に同一温度







Aでカ ニA‖nel A= 8y/15が 回 之 10~12 (:4)
は種々異った実験の結果 A～0.030,0.033,0.035をよく説明する｡
以上のべた場合は2次の摂動計算がよい第零近似を与えた場合であるが磁性体,液体ヘ
リウムの ス転移等では第零近似を得るのに既に(18)式のような非線型徴積分方程式を解か
ねばならず且つこの時は 1ineshapeがローレンツ型にならない事が期待されるので問
題は一桁軍かしくなる｡液体-リウムの }点における臨界光散乱の実験が出始めた現在
これら難しい問題も実演,理論両方面から段々と解明されて行く事が望まれる｡
最後に新 しい型の臨界散乱として物質が一つの非平衡定常状態から他のより対称性の
低い定常状態に遷移する時に起るゆらぎの問題がある｡ 一つのよく知られた例は水平な
液層に下から熱を加えてやるとある臨界点で対流がおこりその近傍で強い臨界揺動が生
ずると云う理論 (Zaitsev&Shliomis,SovietPhys･J.A.TOP.31,88(1971),
J･P･Boon,Phys.Chem.ofl｣iquids呈,157(1972))があるがこれが光散乱で捉え
られたと云う話を聞かない｡日本の実験家がこの方面で先鞭をっけられる事を期待して
この報告を終 りたい｡
- リウムの臨界光散乱 (review)
東大物性研 大林康二,生嶋 明
2次相転移の臨界点近傍では,オーダー ･パラメタ-の相関距離 Eが,
E=E｡E-y (1)
で発散する｡ここで, e…T/JT-Tcfで,Tcは臨界温度O- リウムの場合,E｡は
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